
平成３０年度

い じ め 対 策 計 画

１．取り組みの視点

・全教職員が深い教育愛を持ち、自覚と責任のもとに指導を行う。

・思いやりや正義感を育む指導を重視する。

・生徒の動向をきめ細かく観察し、個に応じた指導を重視する。

・保護者との連絡を密にし、生徒の指導について相互理解を図る。

２．組織 学校いじめ防止等対策委員会

校長 職員会議[校内研修会] チームミーティング 学年部会 学級

生徒指導部会

教 育 相 談・ア ン ケ ー ト

【学校いじめ防止等対策委員会＝(別紙：校務分掌一覧)】※定期的な情報交換と対応を協議

【チームミーティング＝関わりが必要な生徒１人に対し複数の職員で構成し、随時開催する】

３．目 標

・生徒が生き生きと生活できる学校づくりに努める。（積極的な生徒指導の推進）

・一人一人の生徒を生かすため、生徒指導の３機能を全教育活動に活用していく。

・問題を抱える生徒の早期発見と早期治療にあたり、その正常な発達を指導援助する。

・生徒の精神的健康の推進と意欲的な生活態度の伸長を図る。

４．留意点

・実効性ある指導体制を確立する。

・生徒が気さくに相談できる人間関係をつくる。

・生徒理解に必要な情報や調査の分析及び資料の収集と活用を図り、実践的な校内研修を実

施する。

・事実関係の究明といじめ生徒に対する適切な教育的指導を行う。

・保護者の理解が得られるよう、十分配慮して指導に努めるとともに、地域社会・関係諸機

関とも綿密な連携を図る。

５．指導計画

※年間を通じて以下の調査．検査等に基づき、校内研修会をもつ。

<個人指導の立場から> <観察．調査．検査> <生徒からの情報> 校

・日直．給食指導 生 ・担当[教科担任･学級担任 ・個人ノート 教

・係り活動の指導 ･部活動顧問]の日常観察 ・グループノート 内

・部活動時の援助活動 徒 ・道徳性検査．性格検査 ・学級日誌 etc 育

・教科．個人面接指導 ・知能検査．ｿｼｵﾒﾄﾘｯｸﾃｽﾄ 研

・日常活動．清掃活動 理 ・職業適性検査 < そ の 他 > 相

・学校．生徒会行事 ・進路関係の調査 ・家庭訪問 修

・個人．グループ面接 解 ・発育測定．健康診断 ・保護者との面談 談

・学級の諸活動 ・心身の発達調査 ・校外活動 会

・カウンセリングシート ・スクールカウンセラーとの連携


